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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第１四半期連結
累計期間

第20期
第１四半期連結
累計期間

第19期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 1,511,888 1,333,458 6,524,668

経常損失（△） （千円） △24,842 △68,022 △211,805

四半期（当期）純損失（△） （千円） △244,095 △78,051 △457,326

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △239,613 △69,870 △580,468

純資産額 （千円） 2,555,913 2,145,186 2,215,057

総資産額 （千円） 12,829,510 11,562,590 11,780,526

１株当たり四半期（当期）純損

失金額（△）
（円） △12,614.78 △4,033.68 △23,634.45

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 19.7 18.5 18.7

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第19期第１四半期連結累計期間及び第19期並びに第20期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４　第19期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業

会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動又は、前事業

年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、先の東日本大震災による原発事故対応から生じた政権の混

乱、電力の安定供給対策により節電が求められる環境の中、大手製造業を中心に経済活動に制約が生じるなど、依

然、経済環境の好転にはほど遠い状況が続いております。

当社グループが主たる事業とする不動産賃貸関連事業は、震災後も直接的な影響はありませんでしたが、情報が

活発となってきた矢先の出来事に減速感を感じる状況にあります。一時的に空床率の改善が見られたものの、長期

的な安定には至らず当面の課題はやはり空床の解消という状況にあります。
　

　その結果、当社グループの連結業績は売上高で前年同四半期比11.8％減収の1,333,458千円、営業損失は28,937千

円（前年同四半期は営業利益16,140千円）、経常損失は68,022千円（前年同四半期も経常損失24,842千円）、四半

期純損失は78,051千円（前年同四半期も四半期純損失244,095千円）となりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。　
　
〔不動産賃貸関連事業〕　

　不動産賃貸関連事業は、経費削減の効果は出てきたものの、空床率の改善が思ったように進まなかったこと、ま

た子会社の業績不振等がありました。 

　その結果、売上高1,206,055千円(前年同期比13.8％減収）、営業利益51,179千円(前年同期比40.4％減益)となり

ました。　
　
〔建築工事関連事業〕　

　建築工事関連事業は、前期末に終了となる工事が集中したことにより、期首から実績をあげられる受注が獲得で

きず、空白の期間が出来てしまいました。 

　その結果、売上高71,375千円(前年同期比34.5％減収)となり、営業損失51,951千円(前年同期も営業損失18,342

千円)となりました。
　
〔その他事業〕　

　その他事業は、前期獲得したホテルの運営業務による収益貢献がありました。 

　その結果、売上高は56,027千円(前年同期比1,606.9％増収)、営業損失は6,163千円(前年同期も営業損失4,264千

円)となりました。　　

　

(2）財政状態の分析

（資産）

　　流動資産は前連結会計年度末に比べて5.5％減少し、2,072,486千円となりました。これは現金及び預金63,675千

円、受取手形及び売掛金42,622千円が減少したこと等によります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて1.0％減少し、9,490,104千円となりました。これは建物及び構築物が

55,878千円、敷金及び保証金58,415千円が減少したこと等によります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1.8％減少し、11,562,590千円となりました。

（負債）

　　流動負債は前連結会計年度末に比べて2.2％減少し、2,163,045千円となりました。これは支払手形及び買掛金

31,469千円、短期借入金31,477千円が減少したこと等によります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、7,254,358千円となりました。これは社債30,000千円、長期

借入金53,936千円が減少したこと等によります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、9,417,403千円となりました。

　（純資産）

　　純資産合計は前連結会計年度末に比べて3.2％減少し、2,145,186千円となりました。これは利益剰余金78,051千

円が減少したこと等によります。　

　　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。　

　　

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 4/16



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 56,900

計 56,900

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月15日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 19,350 19,350

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(グロース)　

単元株制度を採用し

ておりません。

計 19,350 19,350 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 19,350 － 794,176 － 757,116

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　19,350 19,350 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 19,350    － －

総株主の議決権 － 19,350 －

　

②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

　　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

　 

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 394,414 330,739

受取手形及び売掛金 150,459 107,837

有価証券 15,483 14,375

販売用不動産 1,063,515 1,063,515

原材料及び貯蔵品 3,275 3,211

繰延税金資産 2,647 2,271

1年内回収予定の長期貸付金 279,247 280,998

その他 304,646 281,140

貸倒引当金 △20,907 △11,602

流動資産合計 2,192,783 2,072,486

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,128,347 4,072,469

土地 1,928,209 1,934,481

リース資産（純額） 7,571 7,132

その他（純額） 8,688 7,677

有形固定資産合計 6,072,817 6,021,760

無形固定資産

借地権 384,008 377,364

のれん 63,317 59,096

その他 4,363 4,458

無形固定資産合計 451,689 440,919

投資その他の資産

投資有価証券 27,873 11,314

長期貸付金 379 2,678

繰延税金資産 50,943 51,940

敷金及び保証金 2,581,595 2,523,179

投資不動産 56,715 57,871

その他 374,665 415,536

貸倒引当金 △28,936 △35,095

投資その他の資産合計 3,063,236 3,027,424

固定資産合計 9,587,743 9,490,104

資産合計 11,780,526 11,562,590

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 8/16



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 127,421 95,952

短期借入金 460,477 428,999

1年内返済予定の長期借入金 1,034,544 1,011,421

1年内償還予定の社債 98,000 98,000

未払法人税等 8,076 5,296

繰延税金負債 402 －

リース債務 1,843 1,843

工事損失引当金 － 10,969

その他 479,884 510,563

流動負債合計 2,210,649 2,163,045

固定負債

社債 439,000 409,000

長期借入金 2,489,609 2,435,672

繰延税金負債 5,584 6,608

長期預り敷金保証金 2,882,230 2,872,300

リース債務 6,115 5,655

資産除去債務 257,114 258,516

その他 1,275,165 1,266,606

固定負債合計 7,354,819 7,254,358

負債合計 9,565,469 9,417,403

純資産の部

株主資本

資本金 794,176 794,176

資本剰余金 757,116 757,116

利益剰余金 998,145 920,093

株主資本合計 2,549,438 2,471,386

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △793 49

為替換算調整勘定 △346,432 △334,011

その他の包括利益累計額合計 △347,226 △333,961

少数株主持分 12,846 7,761

純資産合計 2,215,057 2,145,186

負債純資産合計 11,780,526 11,562,590

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 9/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,511,888 1,333,458

売上原価 1,260,578 1,167,566

売上総利益 251,309 165,891

販売費及び一般管理費 235,168 194,829

営業利益又は営業損失（△） 16,140 △28,937

営業外収益

受取利息 4,072 2,928

受取配当金 221 294

有価証券利息 17 9

違約金収入 3,225 4,297

その他 9,109 4,912

営業外収益合計 16,645 12,443

営業外費用

支払利息 48,456 45,902

投資有価証券売却損 － 3,367

投資有価証券評価損 7,647 1,107

持分法による投資損失 1,057 960

その他 466 189

営業外費用合計 57,629 51,528

経常損失（△） △24,842 △68,022

特別利益

貸倒引当金戻入額 5,456 6,796

その他 494 448

特別利益合計 5,950 7,244

特別損失

前期損益修正損 476 －

固定資産除却損 63 19,027

事業撤退損 39,523 －

事務所移転費用 － 4,750

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 104,409 －

その他 － 420

特別損失合計 144,474 24,198

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純損失
（△）

△163,366 △84,976

匿名組合損益分配額 81,402 △6,178

税金等調整前四半期純損失（△） △244,768 △78,798

法人税等 4,018 4,337

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △248,786 △83,136

少数株主損失（△） △4,690 △5,084

四半期純損失（△） △244,095 △78,051
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △248,786 △83,136

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △348 843

為替換算調整勘定 9,285 12,009

持分法適用会社に対する持分相当額 236 412

その他の包括利益合計 9,173 13,265

四半期包括利益 △239,613 △69,870

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △234,922 △64,786

少数株主に係る四半期包括利益 △4,690 △5,084

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

11/16



【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１　税金費用の計算

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日  至　平成23年６月30日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る減価償却費を含む。)及びのれんの償却額は

次のとおりであります。　

　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 79,903千円

のれんの償却額 8,716千円

減価償却費 85,464千円

のれんの償却額 4,221千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：千円）

　

報告セグメント
その他

(注)1　
合計　

調整額

(注)2　

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3　

不動産賃貸

関連　

建築工事

関連　
計　

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,399,691108,9141,508,6053,2821,511,888－ 1,511,888

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 30,44030,440 － 30,440△30,440 －

計 1,399,691139,3541,539,0453,2821,542,328△30,4401,511,888

セグメント利益

又は損失（△）
85,859△18,34267,516△4,264 63,252△47,11116,140

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、プール事業や家具事業を含ん

でおります。

２　セグメント利益の調整額△47,111千円には、セグメント間取引消去△30,440千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△16,671千円が含まれております。全社費用は主に管理部門に係る人件費及び経

費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：千円）

　

報告セグメント
その他

(注)1　
合計　

調整額

(注)2　

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3　

不動産賃貸

関連　

建築工事　関

連　
計　

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,206,05571,3751,277,43056,0271,333,458－ 1,333,458

セグメント間の内部

売上高又は振替高
80 － 80 － 80 △80 －

計 1,206,13571,3751,277,51056,0271,333,538△80 1,333,458

セグメント利益

又は損失（△）
51,179△51,951 △772△6,163△6,935△22,001△28,937

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、プール事業や家具事業を含ん

でおります。

２　セグメント利益の調整額△22,001千円には、セグメント間取引消去△80千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△21,921千円が含まれております。全社費用は主に管理部門に係る人件費及び経費で

あります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　　目　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 12,614円78銭 4,033円68銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（△）（千円） △244,095 △78,051

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △244,095 △78,051

普通株式の期中平均株式数（株） 19,350 19,350

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

平成23年８月10日
株式会社ロジコム
取締役会　御中

　

アスカ監査法人
　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 福　　島　　正　　己　　㊞

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 田　　中　　優　　一　　㊞

　　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ロジコムの平成23年4月1日から平成24年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間

（平成23年4月1日から平成23年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成23年4月1日から平成23

年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備

及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国

において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて

限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジコム及び連結子会社の

平成23年6月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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